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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(13) ＴＡＣと貸出担当者による農業者支援 

ＪＡはだの（神奈川県） 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

農業者の所得増大と農業生産の拡大を目指し、農業者の夢を資金面でサポートし

ていくことを目的とし、営農部門と金融部門の職員が連携し農業者宅への訪問活

動を実施しました。 

※ＴＡＣとは、地域農業の担い手(農家)に出向くＪＡ担当者(営農指導)のことで

す。 

 

2 概要 【実 施】平成 29年 1月 

【体 制】ＴＡＣ3名（本所）、貸出担当者 11名（7支所 2支店）の計 14名 

【訪問先】地域農業の中核となる農業者、認定農業者、新規就農者、 

農産物直売所「はだのじばさんず」出荷者 等 

【内 容】ＴＡＣと貸出担当者が農業者宅を訪問し資金需要の情報収集および 

農業資金紹介を実施。 

【管 理】相談内容等、情報の共有化 

3 成果 

（効果） 

相談内容の中からは資金需要のタイミングもあり、平成 29 年 8 月末日までに 5

件の農業資金に対応しました。 

部門間の連携強化にもつながり、営農部門（ＴＡＣ、農機センター等）からの情

報提供のもと農業者の資金ニーズにも速やかな対応を可能としました。 

 

4 今後の予

定（課題） 

農業者宅への継続的な訪問活動をし、農業者の所得増大と農業生産の拡大のサポ

ート役として信頼関係の構築に取り組みます。 

 

 

【体 制】 

 

 

 

 

 

 金融部門 

（支所・支店） 
貸出担当者 

 １１名 

営農部門 

（本所） 

ＴＡＣ 

３名 

訪問 

農業者 

ＪＡ 

連
携 

相談 


	Ａ
	(13) ＴＡＣと貸出担当者による農業者支援
	ＪＡはだの（神奈川県）


